
                           

 

【事業の目的】 
新型コロナウイルス感染症の拡大により、全国的にイベントの中止や外出自

粛などが広がり、町内でも普段のにぎわいが失いつつあります。  

全国的な自粛ムードで、飲食店は「お客さんを呼びたくても呼べない」、飲

食店を応援したい町民も「お店に行きたくてもいけない」という状況において、

「テイクアウト・デリバリー」で町内飲食店への緊急経済対策による売上回復

を目的としています。  

 

【事業の内容】 
 SNS（Twitter、Instagram）及びマップを活用しながら町内飲食店等を PR

し、店舗が「新しい生活様式」に対応するための支援等を含めた伴走型のプロ

ジェクトです。  

 

【事業年度】 
 令和２年度  

 

【予算額（千円）】 
 6,000 千円  

 

【財源】 
 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 緊急事態宣言等による自粛ムードにより、飲食店の経営環境が厳しくなる中、

飲食店等への支援を目的として実施しました。  

「＃エール飯」は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、大分県別府

市から始まったプロジェクトで、全国的な広がりを見せています。テイクアウ

トやデリバリーであれば、杉戸の美味しいお店の味が家に居ながら楽しむこと
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ができます。  

 

【事業のＰＲポイント】 
 SNS（Twitter、Instagram）及びマップ等の情報発信だけではなく、店舗支

援も含めて実施することにより、伴走型での支援を実施しています。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
＜令和２年度実績＞  

各店舗のテイクアウト可能なおすすめ商品の写真が掲載された「＃杉戸エー

ル飯飲食店マップ」を作成し、町内飲食店等で活用できる割引クーポンにより、

飲食店等の売上回復及び町民の飲食店等の利用促進に寄与しました。  

・マップ発行部数２８，０００部（令和２年７月２０日から配布）  

＜成果＞  

飲食店等の売上回復に加え、お店や商品の情報発信にも寄与することができ

ました。さらに、コロナ禍においても、町民が地元のお店の味を楽しむことが

できたことで、まち全体の活性化につながっています。  

＜今後の展開＞  

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（第三次）を活用し、２

度目の緊急事態宣言による営業短縮や外出自粛により、売上が大きく落ち込ん

だ町内飲食店等への緊急経済対策として、「＃杉戸エール飯プロジェクト」割

引クーポン付きのチラシを発行します。  

・チラシ発行部数２９，０００部（令和３年３月５日から配布）  

 
【参考資料】 
＃杉戸エール飯プロジェクトイメージ図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＃杉戸エール飯飲食店マップ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃杉戸エール飯チラシ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔  連絡先  〕  

政策財政課  政策行革担当   ０４８０（３３）１１１１（内線２０９）  


